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毎月1日に発行します 狛江市発行●狛江市民活動・生活情報誌●

誌面に掲載した記事・写真等の無断複製・転
載等はお断りします。
お問い合わせ・ご意見は狛江市地域活性課へ
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手あみ・手芸作品展
～22日 1：30～15：
00カレーショップ・メ
イ主 李英香 ☎3480-
3468カレーショ ップ・
メイ

ささきさとみ作品展1日 ～8月2日
9:30～21：00ぽえむ狛江南口店主ぽ
えむ狛江南口店 ☎5761-5569森元
ライブ1日 20：00add9th ☎3480 
-4996add9th
手すき和紙オリジナル押花はがき展1

～15日 ：00（初日12：00）
～21：30（最終日17：00）中央公民館。
牛乳パックから作った和紙の押花はが
き約10点主麦の穂 ☎3488-8328鷲
頭
狛江写真サークルフォト銀杏 モノク
ローム写真展1日 9：00（初
日13：00）～21：30（最終日15：
00）中央公民館。「夏」をテーマにし
た写真半切11点主狛江写真サークル
フォト銀杏 ☎042-488-9845小林
ジャムセッション（ジャズ）6日 19：
30add9th add9th
三遊亭楽八独演会7日 19：00add9th
add9th
西河原映画会8日 西河

原公民館。「ゴーストバスターズ」（アイ
ヴァン・ライトマン監督、1984年）主西
河原公民館 ☎3480-3201同館
お昼のジャム・セッション（ジャズ）8日
14：00add9th add9th
こまえ楽市ミニライブ9日 1:30・
13：30市役所前市民ひろば主こまえ楽
市の会 ☎3480-2074菓匠志むら
ジャムセッション（ジャズ）13 19：
30add9th add9th
赤塚暁月の生涯学習書道展－台湾帰国展
15 ～17日 11:00～18:00（最終
日17：00）泉の森会館。干支、いろは
うた、海の日にちなんだ語句。ワーク
ショップ主赤塚暁月 ☎5497-5444泉
の森会館
add9thセ ッ シ ョ ン15 19：30 
add9th add9th
川中雅章アコースティック喫茶ライブ
15 20：00ぽえむ狛江南口店。ギ
ター弾き語り主ぽえむ狛江南口店 ☎
森元
書道展16 ～31日 ：00～21:30
（最終日17:00）中央公民館。約50点
主豊栄書道 ☎3480-0027水野
二期会合唱団が贈るVIVA、コーラス
16 14：00エコルマホール。 ☎
3430-4106（一財）狛江市文化振興

事業団
アコースティック・ジャム・セッション

19：00add9th add9th
ジャムセッション（ジャズ）20 19：
30add9th add9th
ライブ h add9th
季節の花　2017作品展22 10:00～
17:00泉の森会館。生け花。体験会主季
節の花 泉の森会館
タニケンのファミリーコンサート22

14：00エコルマホール ☎（一
財）狛江市文化振興事業団
みんなの歌声広場 4：00みんな
の広場主 みんなの歌声広場 ☎090-
9808-2810大熊
ジャムセッション（ジャズ）27 19：
30add9th add9th
ライブ h add9th
ライブ 20：00add9th add9th
平和を願う市民公募展と原爆展31
～8月8日 ：00（初日12：00）～
21：30（最終日15：00）西河原公民
館。絵手紙・川柳・俳句・短歌など
主こまえ平和フェスタ実行委員会 ☎
3480-7477西尾
＊イベント名、開催日・期間、開始時間、
会場、内容、主 主催、 問い合わせ先（2
回目以降は電話番号省略）の順。

7月の
催事記

狛江弁財天池特別緑地
保全地区市民の会

「狛江弁財天池特別緑地保全地区市
民の会」（金光桂子代表）は、狛江駅北
口にある4,760平方㍍の同緑地保全地
区で下草刈りや清掃、開放などの管理
を行っている。
この地区一帯の緑地は再開発される
予定だったが、自然公園として残してほ
しいという市民の要望によって保全され
ることになり、昭和61年に泉龍寺の境
内と合わせて約21,000平方㍍が都か
ら緑地保全地区の指定を受けた。その
後、市民が加わって整備計画が立てら
れるとともに、都による用地買収と整備
に合わせて、平成12年に市民の会が
発足した。
現在約50人の会員がおり、14年の
オープン以来、日常的な自然保護活動
を続けている。緑地保全地区では駅前
とは思えない豊かな自然に触れられる
が、自然環境への影響を軽くするため
開放日を毎月1回に制限している。毎
月第2日曜日の開放日には平均約100

人の市民が訪れており、同会では参加
者を対象に植物や昆虫などの勉強会を
開き、自然の大切さを訴えている。竹
林の管理や竹炭を作る運動に取り組む
ほか、七夕前には市民に笹を配っており、
ことしは5日 2時から配布する。
事務局長の坂田弘道さんは「緑地の
豊かな自然は狛江のシンボルとも言える
貴重な財産。ぜひ多くの市民に魅力を
体験してほしいです」と話している。
問い合わせ☎3489-6267金光さん。

狛江ほたる村
「狛江ほたる村」（笠間三男代表）は
狛江水辺の楽校（約10,000平方㍍）
の河川敷の清掃や自然再生活動を行う
団体。水辺の楽校事務局長の竹本久志
さんが河川敷でホタルを見かけ、わき
水の周辺をきれいにしてホタルを増やそ
うと平成8年から家族で清掃を始めた。
その後、竹本さんの子どもが通う狛江
第六小学校の保護者や自然愛好家が手
伝うようになり、10年に会が発足、小
川に手作りの丸木橋をかけるなど観察
ルートを整備したり、清掃と同時に自然
観察会などを行ってきた。また、13年
には、水辺の楽校開設にあたっての推
進母体にもなった。

発足当時
は月2回日曜
日午前中に
活動していた
が、10年前
の台風で水辺の楽校一帯の河川敷が流
木などで大きな被害を受けたため、現
在は毎週日曜日に清掃活動を行ってい
る。また、市と共同でアレチウリなど外
来植物の駆除活動なども行っている。
竹本さんは「いまは自然が好きなお

となたちが、清掃活動をしながら川の
生物との出会いなどを楽しんでいます。
おとなも子どもも気軽に参加してくださ
い」と呼びかけている。
問い合わせ☎5761-2844竹本さん。

とんぼの会
西野川３丁目の前原公園(愛称・とん
ぼ池公園、12,532平方㍍)は、計画
段階から市民参加で作られた公園で、
平成11年度に一部開園、17年度に防
災施設を整備して全面オープンした。「と
んぼの会」（宮本正夫代表)は市と委託
協定を結び清掃や草取り樹木のせん定
などを行っている。
同公園は、市民の要望を元に武蔵野
の原風景の再現をコンセプトとして池や

井戸を掘って水辺を作り、子ど
もの遊具コーナー、昆虫観察や
季節の花のコーナーなどを設け
た。オープン後は市民が管理す
ることになり、市と話し合いを
行った「前原公園を考える会」
が母体となり、11年に「とんぼ
の会」が発足、現在約50人の
会員がいる。

同会では、植栽管理や手入れの年間
計画を立て、草木の成長が早い5月～
10月は第1・3日曜日、その他は第3
日曜日の午前中に会員が定期的に草取
り、木のせん定などを行うほか、女性
グループ「すみれサークル」が花壇の
手入れを続けている。このほか、水生
生物の調査、ゴミ拾い、草むしり、利
用者の見守りを有志が毎日続けており、
利用者に喜ばれている。
副会長の永嶋節子さんは「会員は自分
たちの公園という思いが強く、それぞれ
が昆虫や植物など、自分の得意分野で観
察などを行っています」と話している。
問い合わせ☎3489-9831永嶋さん。

のびのび会
西野川4丁目の小足立のびのび公園
(1,884平方㍍)は、平成９年に市民参
加でつくられた初の公園で、「のびのび
会」（源田美智子代表)が市役所と委託
協定を結び清掃や草取り、樹木のせん
定などを行っている。
この公園は、かつて畑で、相続税の
物納により国有地になったが、近隣住
民の要望で市が土地を購入するととも
に、植栽やデザインについて市民の意
見を聴き、遊具を置かず、実のなる木
を植えて築山を作ったほか、防火水槽
を埋設した。

公園の管理も市民に任せ
ることになり、公園づくりの
協議に参加した住民らが中
心となり、開園と同時に同
会が発足、ことしで20年目
を迎えた。現在の会員は約
10人で、イベントなどを手
伝う賛助会員は数十人を数
える。同会では、公園を住

民の交流の場として活用、夏の夜の野
外映画会や秋の収穫祭、春は花見を兼
ねた防災訓練など季節に合わせた行事
を催している。ことしの野外映画会は
21日 7時から。
会では毎週日曜日に清掃と草むしり、
樹木の管理などを行っているが、5月から
10月は地域の長寿会「あすなろ会」の会
員も月1回参加するほか、会員以外のお
となや子どもも積極的に参加している。
源田さんは「自分たちで作った公園
なので愛着があります。清掃だけでな
く、公園が地域の交流の拠点になるよ
う活動を続けていきたい」と話している。
問い合わせ☎3488-6248源田さん。

協働のかたち

市民も加わって河川敷のアレチウリを駆除

保全緑地の豊かな自然を観察

夏の人気イベントの野外映画会多くの会員が広い公園の草むしり

自然・公園


